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工業分野では、放射線の透過力（物質を通り抜ける力）や分子構造を切断する力が
身の回りのものに利用されています。工業分野

さまざまな分野で
活躍する放射線

放射線のさまざまな性質が、物質の内部の調査や素材の改質などの工業分野、野菜や果実の
品種改良などの農業分野、病気の診断や治療などの医療分野、年代測定などの研究分野などで
活用されています。

●強度や耐熱性の向上
高分子などに放射線を当てることで、構造を改質し、強度や熱耐性を向上させることができます。

●機能の追加
高分子に放射線を当てることで、別の機能をもつ分子を結合させて、元の素材に機能を付加することができます。

●厚さ測定・レベル計
放射線の透過力を利用して、ものの厚さや液面の高さなどを計測することができます。

●滅菌
医療器具などに放射線を当てることで滅菌することができます。放射線照射による滅菌は、熱や化学物質
による滅菌と比較して、以下のメリットがあります。
・密封された状態で滅菌処理ができる
・温度変化がほとんどないため、形態の変容がない
・有害物質の残留などがない

レベル計厚さ計

農業分野では、害虫駆除や品種改良などに放射線が利用されています。農業分野
●害虫駆除
放射線を照射し不妊化したオスの害虫を野外に放つ
ことで、交尾してメスが産んだ
卵からは害虫が生まれず、数を
減らすことができます。これを
繰り返すことにより、最終的に
は根絶に持ち込めます。沖縄県
では野菜のゴーヤにつくウリミ
バエの駆除に用いられました。

●品種改良
生物は、突然変異によって長い期間をかけ、たくさんの
種類に進化してきたと考えられています。放射線を植物
に照射すること
で、この変異を効
率的に誘発して
品種改良を行う
ことができます。

出典：農林水産省HPより
ウリミバエ成虫（上）、幼虫（下）

健康診断で受けるレントゲン撮影や病院でのCTスキャン検査などで放射線が利用されています。医療分野－１
●レントゲン撮影
放射線の透過力を利用して撮
影されます。エックス線やガ
ンマ線のなどの放射線の透過
力は、透過する物質の密度に
応じて減弱します。そのため、
人体の中でも比較的密度の
高い骨では放射線の透過量
が少なく、筋肉や肺などの臓
器では透過量が多くなりま
す。この透過量の差を生かし
て体内の様子を撮影します。

骨

臓器

臓器

エックス線が
弱められる

通る

フィルム：エックス線が
当たると感光する

エックス線
フ
ィ
ル
ム

レントゲンの仕組み

物質をすり抜ける
性質をもっている

エックス線

上から見ると

●CTスキャン
レントゲン撮影では平面の撮影を行いますが、CTスキャンでは放射線を発生する部分と検出する部分を回転させ、
放射線の透過度からコンピュータ計算によって体のスライス像を再構成します。さらに、このスライスを組み合わせ
ることにより、立体的な画像を再構成します。これによって、体の内部構造を詳細に知ることができます。

高分子 橋かけ ラジアルタイヤの
強度向上

電化製品のコードの
耐熱性向上

高分子
別の機能性をもつ分子

マスクや消臭スプレーなど

ラジカル生成

結合

放射線照射

放射線照射
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放射線の細胞致死作用を利用したがん治療が行われています。医療分野－2
●外部からの照射
かつての放射線治療では、がんに対して、一方向あるいは二方向からの照射を行っていました。近年では、コン
ピューター制御によって放射線源を動かしていろいろな方向から照射するとともに、遮へい材を自在に動かして
強弱をつけることで、複雑ながん病巣の形に合わせて放射線を集中させ、正常組織へのダメージを最小化した
治療（強度変調放射線治療）が行われています。

●密封小線源放射線治療
放射線源を密封した小さなカプセル
をがん組織に埋め込むなどして、ピ
ンポイントで放射線を照射すること
で、がんを治療する方法です。

出典：大阪医科薬科大学関西BNCT共同医療センターHPより

●ホウ素中性子捕捉療法
中性子とホウ素の高い反応性を利用して、がん細胞に選択的に放射線作用を与えることができる治療法です。が
ん細胞が取り込みやすいように加工したホウ素化合物（ホウ素薬剤）を投与したうえで中性子（熱中性子）をあて
ると、核反応を起こして飛距離の非常に短い放射線（アルファ線）とリチウム原子核が発生します。この放射線が
ホウ素薬剤を取り込んだ細胞に大きな作用を与えます。

遺跡などに含まれる放射能物質の量を測定することで遺跡の年代を推定したり、目で見ることができない宇宙を飛び
交っている放射線を観測することで宇宙で起きている現象を解析したりするなど、研究分野でも利用されています。研究分野

●放射年代測定法
遺跡などの年代の決定にも放射線が利用されています。遺跡から発掘された出土品などに含まれる放射性
物質の量を調べることで年代を特定する方法で、｢放射年代測定法｣とよばれています。放射年代測定法には
ウラン、トリウム、ベリリウムなどを測定する方法もありますが、最も利用されているのは炭素の放射性同位
体である炭素14の量を測定する放射性炭素年代測定法です。
炭素14は天然に存在し、主に宇宙か
ら降り注ぐ中性子が窒素14に吸収さ
れることでつくられます。
大気中で生成された炭素14は、植物
などに取り込まれ、食物連鎖によって
動物などに取り込まれるため、遺跡と
して出土する骨や建築材、土器など
に付着したコゲなど、すべての有機
物に含まれます。
炭素14は放射線を出さない炭素（炭
素12と炭素13）とともに一定の割合
で存在し、一緒に生きている植物な
どに取り込まれていきます。しかし、
その植物などが死んで炭素を取り込
まなくなると、炭素14は放射性壊変
によって減っていきます。放射性同位
元素が元の半分となる「半減期」は
炭素14の場合5,730年なので、
5,730年経過すると炭素14の数は
元の2分の1になり、11,460年後に
は4分の1になり、17,190年後には
8分の1になります。一方、放射線を
出さない炭素の量は変化しないた
め、炭素14と放射線を出さない炭素
の割合から遺跡の年代を推定するこ
とができます。

●X線天文衛星
宇宙では人の目で見ることができる可
視光だけでなく、X線などさまざまな波
長の放射線が飛び交っており、それら
を観察することで、宇宙で起きている
現象の観測に貢献しています。
地球に降り注ぐX線は、大気で吸収さ
れてしまい、地上からの観察は難しい
ため、人工衛星などを打ち上げてX線
を観察します。

従来の放射線治療従来の放射線治療

強度変調
放射線治療
強度変調
放射線治療

がん

出典：九州大学大学院医学研究院臨床放射線科学分野HPより

舌癌・口腔底癌・頬粘膜癌などに対し
て、放射線を出す小さい線源を直接
病巣に刺入して治療します。最大の
利点は、舌等を温存できることです。 治療前（舌癌）

正常細胞 がん細胞 中性子

ホウ素薬剤

点滴でホウ素薬剤を投与 がん細胞が
ホウ素薬剤を取込む

がん細胞を
高い選択性で破壊熱外中性子線を照射 がん細胞内でホウ素と

中性子の核反応で
放射線が発生

54321

出典：「みんなのくらしと放射線展」に展示された放射線アカデミア研究レポートより作成

Ｘ線天文衛星｢すざく｣（ＡＳＴＯＲＯ－ＥⅡ） 　提供：ＪＡＸＡ／ＮＡＳＡ

宇宙線
大気分子と核反応

中性子

14Cは一定濃度で
存在

生きていない丸太では
14Cは半減期5,730年で
減衰

14CO2

14N
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